
























































































































































































































































































































































































料の つで る。利用 関覧 る
自体の きさの どから
うことが 1。ま 自銭もとりに
くし 1 関IのWebcat も検索するこ































































































































































1文部科学省 科学技術・学徳審議会 学術分科会“人文・社会科学の振興について 21 
世紀に期待される役割に応えるための当面の般輿方策一(報告)"(平成 14年 6月日前
(http://www.mext.go.jplb_menu/shingi/gij戸Itu/gijyutu4/toushin/020601.htm，
2002.12.16) なお以下の注において URLが記されているものの参照日はすべて 2002
12 jj 16日である。
公文部科学省 科学技街・学術審議会 学指分科会“科学技諾・学術糠議会 学荷分科会 人




























































20 ~ ACADEMIC RESOURCE Gじ 144~148， 2002.10~2002.12 
(http://www.ne.jp/asahi/coffee/house/ARG/b-number.html) 




図書鵠， 2000， p.34ω37 
(http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/exhibition/tannyuu/catalog.pdf) 
24 ;;漆窃官ー ト盟“情ニ乙riY1書館時代の在地国情報円 f日本近代書誌学協会会報 6，1999.11， 
p.36-40o 
25 ギャラヲ

















精紹震設について" W大学図書館研党J出， 2002.8， p.1-10に詳しく報告されている。
30 自石克，土産亮“江戸切絵図の見方"
(http://www.humi.keio.ac.jp/treasures/jp_map/mita/html/top.html)。
31 dコ4JP十ザチックスのトピックスのページhttp://www.chuogeom抗ics.jp/topics/に
や“古地国と現代図のモーフィング在用いた表現"が取り上げられてい
る。
32平田前掲論文。
44 
